




































































































































































































































事例はPrince and Smolensky (1993)に始まる最適性理論の考え方によって適切に説明
できると論者は主張する。最適性理論にしたがうと、幼児には生得的に違反可能な有
限個の制約が備わっている。制約は普遍的なものであるが、制約のランキングによっ
て個々の言語や個人の音韻体系が決定される。制約は基底表示にある入力を忠実に出
力しようと働く忠実性制約と、有標な構造が出力されるのを避けようとする有標性制
約という二種類の制約群に分かれる。幼児は言語獲得の初期においては、有標性制約
が忠実性制約よりも上位にランクされており、その結果、より無標の構造が出力さ
れ、これが誤構音になる。しかしながら獲得が進むと制約のランキングに変動が生
じ、最終的には忠実性制約が有標性制約より上位にランクされるようになり、これに
より入力がそのまま出力され、獲得が終了する。これはうえでみた正常音獲得が速い
幼児のタイプに該当する。このタイプの幼児が誤構音を示すのは制約のランキングだ
けの問題であるので、ランキングが正常になると当該の誤構音を含むすべての語彙で
正常音が現れる。他方、正常音獲得の非常に遅い幼児の場合は、基底表示の入力が逸
脱しているために、目標音を含む語彙ごとに正しい表示を習得していかなければなら
ないので、正常音の獲得には時間を要する。 
 以上のふたつの構音障害の事例は、臨床現場で観察される問題が音韻論研究の理論
的枠組の妥当性を検証することを可能にする代表的なケースであるが、その一方で論
者は理論研究が臨床現場に裨益する可能性についても述べている。誤構音を示す幼児
が訓練なしに目標音を発音できるようになった場合、その幼児は正常な入力を獲得済
みであり、制約のランキングのみが問題であることが分かる。このタイプの幼児には
般化学習を促進する訓練が効果的と考えられる。すなわち、もっとも有標な音環境で
もっとも有標な音を集中的に訓練すれば、簡単な語彙は訓練なしに獲得される可能性
が高く、言語聴覚士にとっては訓練時間の短縮につながることが期待される。逆に、
般化学習が期待できない幼児の場合は、もっとも無標なものから順に、一歩一歩有標
なものへと積み上げていく訓練が必要になる。 
 本論は言語理論と構音障害の臨床現場のデータが有機的に結びついた研究成果とし
て高く評価することができる。論者にとっては理論と臨床は研究にとって表裏一体で
あり、今後さらに研究が進み、多くの新たな知見が引き出されることが大いに期待さ
れる。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。平成３１年１月１８日、調査委員３名が論文内容とそれに関連した
事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 
